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十
六
回
目
を
迎
え
た
「
緑
の
村
こ

ど
も
ま
つ
り
」
が
五
月
四
日
、
五
日

の
両
日
、
鳥
居
の
緑
の
村
緑
地
広
場

を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
日

は
桜
の
花
び
ら
も
震
え
る
よ
う
な
肌

寒
い
天
候
で
、
出
足
は
今
一
つ
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
五
日
は
陽
気
も
戻

り
二
千
人
以
上
の
家
族
連
れ
が
押
し

寄
せ
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ョ
ー
や
ア

ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
中
で

も
、
導
入
し
て
か
ら
二
回
目
と
な
る

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
体
験
搭
乗
＝
写

真
＝
は
大
人
気
で
、
約
三
百
人
の
人

た
ち
が
遊
覧
飛
行
を
楽
し
み
ま
し
た
。

連休を前にした４月21日、鳥居の正路正敏さん（40歳）

の所では、シイタケの収穫＝写真＝に追われていました。

「シイタケは今が最盛期で、猫の手も借りたいほど大忙し

のてんてこ舞い」と、片腕でもある父親の正
まさ

明
かつ

さんは語っ

てくれました。

正路さんは、天候に左右されない栽培方法を取り入れ豊

作・凶作の格差に悩まされることがなくなるようにと平成

８年度、特用林山振興総合対策事業を導入し東北では初め

てという設備で、シイタケ栽培を始めました。このことに

よって村のシイタケ栽培を営む林家や農家に、弾みがつけ

ば何よりうれしいですと目を細めながら話してくれまし

た。

「シイタケは今が盛りです」

大
同
二
（
八
〇
二
）
年
開
山
と
い

わ
れ
る
鵜
鳥

う
の
と
り

神
社
の
例
大
祭
が
五
月

一
日
（
旧
暦
四
月
八
日
）
行
わ
れ
、

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
村
内
は
も
と

よ
り
、
三
陸
沿
岸
各
地
か
ら
訪
れ
た

多
く
の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。（
写
真
上
）。

同
神
社
は
大
漁
、
海
上
安
全
、
縁

結
び
、
安
産
の
神
と
し
て
古
く
か
ら

信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
漁
業
関
係

者
の
人
た
ち
は
、
こ
の
日
を
待
ち
望

み
大
漁
の
願
い
を
込
め
て
真
剣
に
遥

拝
殿
に
手
を
合
わ
せ
ま
す
。
最
後
に

一
杯
酌
み
交
わ
し
祈
り
を
込
め
ま

す
。
皆
さ
ん
に
、
神
の
ご
加
護
が
あ

り
ま
す
よ
う
に
（
写
真
）。

鵜
鳥
神
社
の
例
大
祭
に
祈
願
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